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平成９年５月１５日

うふふな春

５月１日 、藤田保育 所の 子ど もたちはお 母さ ん

と一 緒に三吉神社 へ、藤田 小と大木戸小の 子ど

もたちは 阿津賀志山 へ春の 遠足です。お弁当 を

頬張る 子ど もたちの元気な 声が 、真っ青な空 に

吸い 込まれていき まし た。また 、大木戸小の 子

ども たちは 、恒例にな った山 頂のご み拾いも 行

い まし た。うふふ 、にこにこ 、春の一日です。



移
ろ
う
時
の
中
に
も

残

し
た
い
も
の
が
あ
り
ま
す

内谷･春日神社太々神楽

四
月
二
十
日
、
内
谷
・
春
日
神
社

で
太
々
神
楽
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

花
盛
り
の
桜
の
中
、
二
十
六
座
の
う

ち
、
十
一
座
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

『
太
々
神
楽
を
継
承
す
る
保
存
会

は
、
内
谷
地
区
の
全
世
帯
が
会
貝
で

す
。
会
貝
全
貝
が
、
長
く
途
絶
え
て

い
た
太
々
神
楽
を
復
活
さ
せ
、
神
社

の
山
か
ら
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て

木
を
切
り
出
し
神
楽
殿
を
建
て
ま
し

た
。
そ
し
て
、
町
の
無
形
民
俗
文
化

財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
昔
の
人
が

大

事
に
し
て
き

た
も
の
を

受
け

継

ぎ
。
絶
や
さ
ず
に
引
き
継
ぐ
こ
と
、

こ
れ
だ
っ
て
立
派
な
町
お
こ
し
の
一

つ
だ
と
思

い
ま
す
』
と
、
楽
人
部
艮

の
菅
野
正
さ
ん
。
ま
た
『
楽
人
部
は

八
十
五
歳
の
熊
坂
国
治
さ
ん
か
ら
卜

三
歳
の
菅
野
人
輔
く
ん
ま
で
、
幅
広

い
年
齢
層
の
者
が
一
緒
に
や
っ
て
い

ま
す
。
こ
ん
な
団
体
、
他
に
な
い
で

す
よ
』
と
、
熊
坂
一
さ
ん
。

今
年
も
、
ａ

穣
を
祈

る
舞
い
が
本

納
さ
れ
ま
し
た
。

楽 人 た ち

菅野 正さん(68)菅野 大輔さん03 )熊坂国治 さん(85)菅 野 贊郎 さん( 行 )赤 坂 斎 さん( 48 )

熊 坂 一 さん( 74 )鴨川竹男さん( 75 )熊坂正一さん(71)片平達夫さん(68)鴨 Ⅲ 博さん(69〉



｢やあ国見さん、

お元気ですか？

お手紙待ってます｣

９
２
３
物
語
・
第
一
幕
の
開
演
で
す
…
…

９

２
３

物
語

。

こ
れ
は

。
払
た

ち
が
菻

ら
す
国
見

町

の
こ
と

を
も
っ

と
企
国
の
人

に
知

っ
て
も
ら
・
お
う
と
始

ま
っ
た

事
業
で

す

。「
国
兄

」
と

い
う
姓
の
人

や

「
国

見

」
と

い
う
地
名

・
住
所

（
人
字

・

小

字

）
に

住

ん
で

い
る

人

を
探

し

て

、
そ
の

『
国
見

さ
ん

』
を
通
し
て

令

国
各
地

と
い
ろ

い
ろ
な

情
報
を
交

換

し
介

う
新
し

い
ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
嘔

業
で
す

。

こ
れ
ま

で
に

、
毎
年
秋

に
開
催

さ

れ
て

い
る
東
Ｈ
本

縦
断

駅
伝
に
参

加

し

て

い
る
十
じ

都
道
県

の
約

。
千

大

。白
の
市
区

町
村

に
パ
ン

フ
レ
ッ
ト

を

送
り

、

参

加

を

呼

び

か
け

て

い

ま

す
。
今

後
、
こ

の
ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
は

令
国

に
拡

人
、

イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト

に

よ
る
交

流
も

考
え

て

い
ま
す

。

ふ
れ
あ
い
大
使
・
・
・
・

９
２
３
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
参
加
し
て
く
れ
た

「
国
見
さ
ん
」
の
巾
か
ら
瓦
卜
人
に
「
ふ
れ
あ

い
大
使
」
を
お
願
い
し
ま
す
。
こ
の
ふ
れ
あ
い

大
使
は
。
私
た
ち
の
国
兄
町
と
各
地
を
結
ぷ
重

要
な
役
目
を
お
願
い
す
る
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
で
す
。

住
ん
で
い
る
地
域
・
地
区
で
国
見
町
の
Ｐ
Ｒ

活
助
を
し
な
が
ら
、
国
見
町
に
も
い
ろ

い
ろ
な

情
報
を
捉
供
し
て
も
ら
い
ま
す
。
「
お
い
し
い

く
だ
も
の
や
野
菜
、
お
米
が
食
べ
た
い
」
「
静

か
な
場
所
に
家
を
建
て
た
い
」
と
い
っ
た
要
？

に
も
、
私
た
ち
は
応
え
て
い
こ
う
と
考
え
て
い

ま
す
。

ネットワークの特典
ネットワークに参加した人には、情綴を提供

してもらう代わりに、ネットワークの状況やイ

ベント愉報を繊せた「９２３ニュース」を定期

的に送ったり、国見町の農産物や特産品 を割引

価格で販売します、

９２３の日制定
く に ゐ

９ 月23 日 を｢  9  2  3 の 口j と し て 、 い ろ い ろ

なイベントを圖催します｡

この日は。町の記念日的な

ものとして，観光の活性化を

図IJながら。私たちがこの町

を釣りに思えるような特別な

口にしようと制定します。

奥州 合戦義経まつりで好評

だった武者行列をイベントの中心に、恒例行事

として継続しようと考えています。



君
た
ち
は
、
と
っ
て
も
大
事
な
宝
も
の
。

だ
か
ら
「
約
束
」
だ
よ

交通安全

親子

フェスティバル

四

月
ｔ

．
。。目
、
国

見
町
交
通

安
令

母
の
会

（
安
田

節
子

会
艮

）
な

ど
が

共
催

す
る

「
交

通
安

全
親
７
.フ
ェ
ス

テ
ィ

バ
ル
」

が
、
伊
達

町
の
白
‥
勣
叭

学
校

で
側

か
れ

ま
し

た
。

国

見
町
と
桑

折
町

の
新
入
学

児
曦

と

父

母
約

二

百

人

が

参

加
し

ま

し

た

。初

め
に
、
ｒ

ど
も

た
ち
は
人
形

劇

を
見

な
が
ら
交

辿
ル

ー
ル

の

勉
強

を

し
ま
し

た
。
ゴ

ジ
ラ

や
パ
ン
ダ

の
ぬ

い
ぐ

る
み
を
着

た
閥

見
町
交
通

安
全

母
の
会

員
が
、

わ
か

り
や
す
く

説
明

を
し
ま

し
た
。

教
令

い
っ
ぱ

い
の
ｆ

ど
も

た
ら
は
、

横
断

少
道
の
卍
し

い

渡
り
方

な
ど
の

貿
悶

に
も
き
ち

ん
と

答
え

ら
れ
る
よ

う
に
な

り
ま
し

た
。

ま

た
。
教
習

コ
ー

ス
に
出
て

、
ゲ

ー
ム

を
し
た
り

、
パ
ト

カ
ー
や

白
バ

イ
に
乗

っ
た
り

し
て

親
ｆ
で
楽
し

く

交
辿
ル

ー
ル

を

学
び

ま
し
た

。

交通ルールは

きちんと教えないと…

八巻喜治郎さん･和子さん

今日は 親子４人で参加しました。 お

姉ちゃ んは森江野小の １年生、妹は４

歳で季節保育所に通っています。 学校

が始まる 前に親子で横断歩道の渡り方

を練習し ました。私たちのそばをスピ

ード を出した･S(が通っていきます。 大

人の私でさえ怖いぐらいでし た。 学校

が始まった今、朝は集団登校ですが帰

りは･ 人です。 また、私の地|汨ま子ど

もが少ないので、襲団登校も来年は 二

人になってしまいます。 交通事故には

十分注意するよう日ごろからｊ'い聞か

せています。 子どもには、親がきちん

と教えないといけない と思い ます。

今IIのこの催し は。子どもも親も楽

し く交通ルールが学べてとて も良 かっ

たです。



春
の交

通
安
全
運
動

交通安全　ふ

れあいキ ャン ペ ーン

四
月
九
日
、
国
見
町
交
通
対
策
協

議
会
と
桑
折
地
区
交
通
安
全
協
会
な

ど
の
会
員
が
、
国
道
四
り
・
チ
ェ
ー

ン
着
脱
所
で
、
ふ
れ
あ
い
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
行
い
ま
し
た
。

国
道
を
通
る
運
転
予
に
チ
ラ
シ
や

ガ
ム
を
配
り
、
安
令
巡
転
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

ま
た
、
帽
子
の
形
を
し
た
『
事
故

ぼ
う
し
く
ん
』
や
ネ
ズ
ミ
の
形
を
し

た
「
事
故
に
チ
ュ
ー
イ
く
ん
」
も
配

ら
れ
、
か
わ
い
い
マ
ス
コ
ッ
ト
に
思

わ
ず
に
っ
こ
り
す
る
運
転
手
も
。
こ

の
マ
ス

コ
ッ
ト

は
、
岡

見
町
交

通
安

全
母

の
会

員
の

手
作
り

で
す

。

人形劇で

交通安全

国見町交通安全毋の会

国
見

町
の
交

通
安
令

母
の
会
は

町

内
四
地

。ド

に
そ

れ
ぞ

れ
あ
り
ま

す
。

交
通

安
全
運

動
期
間
中

は
、

保
育

所

や
幼

稚
園
、
小

学
校
で
人

形
劇
を

通

し
て

了
ど
も

た
ち
に
交

通
ル

ー
ル

を

身

に
つ
け

て
も

ら
っ
て

い
ま
す

。

交

通
安
全
現

子
フ
ェ

ス
テ
ィ

バ
ル

は
今
年

で
二
回

目
で
す

。

。
回
口

が

好

。評

だ
っ
た

の
で
、
桑

折
警
察

署
や

桑
折
地

ド
交
通

安
全
協
会

の
み
な

さ

ん

と
協

力

し

て

今

年

も
行

い
ま

し

た

。’ｒ
ど

も
は
大

人
が
考

え
も
し
な

い

よ
う
な

行
動
を

と
り
ま

す
。
ま

た
、

子
ど

も
の
視
野

は
大
人
よ

り
狹

い
で

す
か

ら
、
大
人

が
気

に
も
し
な

い
生

活
圏
内

で
の
喞
故

が
多

い
の
で
す

。

（

ン
ド
ル

を
捉

っ
て

い
る
と
き

に
’Ｆ

ど
も
を
兄

か
け

た
ら

。
ス

ピ
ー
ド

を

落
し
て

く
だ
さ

い
。
そ
し

て
違
法

駐

巾
も
し

な
い
で

く
だ
さ

い
。
悲
し

い

咀
故
の

ニ
ュ
ー

ス
を
兒
聞

き
す

る
た

び
、
大
人

が
不
注

意
す
ぎ

る
と
思

い

ま
す
。
ｆ

ど
も

に
気
を

つ
け

な
さ

い

と
言
う

だ
け
で
は

な
く
、

運
転
す

る

私
た
ち
人

人
も
卜

分
注
意

し
て
、
７
.

ど
も
を
守

っ
て
や

る
こ
と

が
人
切

だ

と
思

い
ま
す

。

（
安
田

節

子
会
長

・
談

）



今年度は

泉田地区と鳥取地区
国土調査事業

平
成
九
年
度
の
国
土
調
査
は
、
泉

田
第
二
地
区
と
鳥
取
第

。
地
区
で
実

施
し
ま
す
。

国
土
調
査
は
、
法
務
局
桑
折
出
張

所
の
登
記
簿
や
字
限
図
に
記
載
さ
れ

て
い
る
内
容

と
合
わ
せ
な
が
ら
実
施

し
、
地
権
者
は
も
と
よ
り
、
地
区
の

国
土
調
査
推
進
委
員
の
協
力
を
得
な

が
ら
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

国
兄
町
の
国
土
調
査
は
、
昭
和
六

十
二
年
度
か
ら
始
め
ら
れ
、
こ
れ
ま

で
に
調
査
面
積
十
四
・
二
五
平
方
’・

じ
、
登
記
完
ｒ

面
積
十

。
。・
七
七
平

方
。

。μ

と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
今
年
度
の
調
査
予
定
面
積

は
、
〇
・
八
三
平
方
。

。
む
で
す
。

★
国
Ｌ
調
査
推
進
委
員
（
敬
称
略
）

佐
藤
政
一
　
安
藤
進
　
野
村
和
夫

阿
部
啓
平
　
山
田
秋
男
　
赤
坂
浅

吉
　
菅
野
正
　
安
藤
留
作
　

斎
藤

實
　
高
原
良
一
　
安
藤
守
茂
　
後

藤
義
界
　
朽
木
勝
夫
　
山
田
勝
衛

菅
野
正
也
　
関
本
東
　
阿
部
古
三

渡
辺
昭
一
　
林
初
男
　
高
橋
彦
吉

遠
藤
金
六
　

本
ｍ

消
吉
　
高
橋
豊

壽
　
鴨
田
£
雄
　
赤
坂
兵
作
　
菅

野
義
夫
　
菅
野
光
良
　
鴨
Ⅲ
滑
一

熊
坂
正
一
　
菅
野
堅

国 土 調査って何？

ｔ 地には.r 地番、地目。地積（而積）。所

有者」があります。これらを「地籍」といいま
す。この地籍の内容は、登記所の土地立記簿や

備え付けの地図に記破されて、みなさんの権利
の保護が図られています。

しかし、現在の土地立記簿や備え付けの地図
は、明治の初めに作られたもので、測量技術が

未熟だったことや急いで作られたために、当初

から現地と合わなかったり、また艮い年月が過

ぎるうちに今の地籍の状況と記録されている内
容が一致しなくなってきてい ます。

そこで、実際の土地の状況と登記摶の内容に
ついて。最新の技術を用いて一筆ごとに調在測

量し、今の状況に合った登記簿や備え付けの地

図を作成しようと始められたのが国 二1ご剥査事業
です｡



★
調
査
予
定
字

大
字
小
坂
地
内
（
1
5字
）

▼
字
の
全
城
　
北
窪
、
笹
ノ
囗
、

前
、
塚
田
、
梅
ノ
町
、
町
田
、
上

泉
川
▼

字
の
一
部
　

北
畠
、

板

橋
、
木

八
丁
、
小
坂
、
片
貝
、
柿

木
下
、
天
上
畑
、
天
上
山
、
コ
ゴ

ミ
沢
山

大
字
泉
田
地
内
（
５
字
）

▼
字
の
全
部
　
馬
場
▼
字
の
一
部

馬
場
前
、
道
下
。
八
鳥
、
北
ノ
内

大
字
鳥
取
地
内
（
1
6字
）

▼
字
の
全
部
　
人
窟
、
下
笊
内
、

上
笊
内
、
山
田
、
袖
川
、
鳥
取
、

沼
田
。
迫
木
畑
▼
字
の
一
部
　

大

猪
沢
、
水
無
、
堰
下
、
山
田
前
、

宿
ノ
淀
、
大
門
、
中
ノ
町
、
沼
田

下
大
字
内
谷
地
内
（
８
字
）

▼
字
の
全
部
　
西
堂
・
荒
田
▼
字

の
一
部

岩
ド
、
西
脇
、
西
、
矢

木
沢
二
、
大
窪
、
桐
目
木
一

調 査予 定

区域 図

お願いがあります！

塊界確認の際に打ち込

んだ杭等は、抜かないでく

ださい。お願いします。

問い合わせ 企 画商工踝　 国土調査係　　 ( 85  ) 2 9 6 7



保健だより

保健増進係　(85) 2783

歯の衛生週間つく

ろうつよい歯元気なからだ

6月4日～10日

＊＊＊　麻しん（はしか）予防接種　＊＊＊

該　　 当　　 幼　　 児 実　 施　方　法

●平成7年4 月２日～平成8年4 月１日生まれのお子さ ん

●平成6 年4月２日～平成ﾜ年4 月１日生まれで前年度接種し ていない

お子さ ん

医療機関での個別接種

(接種回数は１回)

くお母さんへ）

☆該当するお子さんをお持ちのお母さんには個別に日程等をお知らせします。

☆該当幼児より早＜生まれたお子さんでも生後90 月までは接種可能です。

☆麻しん予防接種が済んでいないお子さんをお持ちのお母さんは 。保傭増進係までお問い合わせください。

＊＊＊　　乳　 児　健　診　　 ＊＊＊

該　　 当　　 乳　　 児 実　 施　 日 受　付　時　問 会　　 場

●3か月児（平成9年3 月生 まれ）

●9 か月児（平成8年9 月生まれ）
7月24 日( 木) 午後1時30 分～午後2時

観月台文化センタ ー

第1和室

(健診内容〉

☆医師の指尋、身長・体重測定、譌乳、離乳、家族計面などについて

☆母子手帳を忘れずに１

☆
予
防
接
種
に
つ
い
て
☆

国
見
町
で
は
、
ポ
リ
オ
以
外
の
乳
幼

児
の
予
防
接
種
に
つ
い
て
は
個
別
接
種

と
な
り
ま
す
が
、
そ
の
つ
ど
保
護
者
の

み
な
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
か
ら
、

ご
安
心
く
だ
さ
い
。

予
防
接
種
は
、
健
康
な
人
が
元
気
な

と
き
に
受
け
、
そ
の
病
原
体
の
懸
染
を

予
防
す
る
も
の
で
す
か
ら
、
体
調
の
よ

い
時
に
受
け
る
の
が
原
則
で
す
。

今
回
、
種
類
の
異
な
る
予
防
接
種
の

間
隔
に
つ
い
て
示
し
て
お
き
ま
す
。
予

防
接
種
の
効
果
や
安
全
性
の
参
考
に
し

て
く
だ
さ
い
。

ポリオ、麻しん

風しん、B  C G

４週間あ ける

三 種 混 合

| ｼﾞﾌﾘ  一 日か1.●１９

日　 本 脳　 炎

１週間 あける

ポ　リ　 オ

麻　し　 ん

風　し　 ん

Ｂ　Ｃ　Ｇ

三 種 混 合

日 本 脳 炎

☆すすんで受けよう結核健康診査☆

★と　き　5月19日～23日，5月26日～30日までの　　　　　
10日間

★対象者 結核検診…漏 歳以上すべての町内居住
者 く昭和57 年4月1日Ｕ前に生

まれた方）
基本診査…昭和33 年4月1日以前に生まれ

た方。
★料 金800 円

・国民健康保険に加入さ れている方は無

料となりますので。保険証を持参して
ください。

・田和3 年4 月１日Ｕ 餉

生まれの方、
住民税非課税
世帯。生活保
贋世帯の方も
無料となりま
す。受け付け
聘に申し出てく
ださい。

(詳しいことは 、チラシをご覧＜ださい)



松くい虫

防除

松
く
い
虫
の
被
害
を
防
ぐ
た
め
に

国
見
町
で
は
、
春
と
秋
の
二
回
、
松

く
い
虫
防
除
を
行
っ
て
い
ま
す
。
マ

ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
を
つ
け
た
松

く
い
虫
が
枯
れ
た
松
か
ら
飛
び
立
つ

前
に
行
う
春
駆
除
で
は
、
被
害
木
を

切
り
倒
し
た
り
（
伐
倒
駆
除
）
。
町

内
二
か
所
で
航
空
防
除
（
薬
剤
の
空

中
敵
布
）
や
地
ｈ
散
布
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
夏
か
ら
秋
に
か
け

て
、
松
く
い
虫
は
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン

チ
ュ
ウ
等
で
弱
っ
て

い
る
松
に
産
卵

し
ま
す
。
こ
の
松
く

い
虫
の
幼
虫

が
、
次
の
年
に
被
稗
を
引
き
起
こ
す

松
く
い
虫
に
成
艮
し
ま
す
。
秋
か
ら

冬
に
か
け
て
行
う
秋
駆
除
は
。
新
た

に
感
染
源
と
な
り
そ
う
な
被
害
木
を

伐
倒
駆
除
し
て

い
ま
す
。

( 地 上 敵 布 ・ 石 母 田)

(空中散布・泉田)(伐 倒作 集・大木戸)

松くい虫の被害は、松に侵人したマツノザイ

センチュウが松の組織に異常を引き起こすこと

によって起こります。

しかし、マツノザイセンチュウ自体は。自力

で他の松に移動侵入することはできません｡ 迷

び屋がいます。これが松くい虫(マツノマダラ

カミキリ等jです。

マツノザイセンチュウによって枯れた松の幹

の中で成長した松くい虫は、春から襃にかけて

体の巾にマツノザイセンチュウをつけたまま被

害木から出てきます。そして健全な松に取り付

き、若枝の樹皮を食べます｡ このとき。マツノ

ザイセンチュウは松くい虫の体から離れ。健全

な松に侵人して新たな被稗を発生させ ます。

（
お
願

い
）

・
松
く
い
虫
の
被
占

調
査
や
駆
除
の
た
め
、
み
な
さ
ん
の
山

林
に
農
林
課
職
八
等
が
立
ち
入
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
：

こ

理
解
の
う
え
：

こ
協
力
く
だ
さ
い
。

・
松
く
い
虫
の
被
再

が
人
き
い
山
林
や
被
富
の
恐
れ
が
あ
る

松
林
は
、
松
が
枯

れ
て
し
ま
う
前
に
ほ
か
の
樹
種

に
変
更

さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
、

（
伐
恫
駆
除
に
つ
い
て
）

・
被
害
木
を
発
見
し
た
と
き
は
、
農
林
課
に
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

・
町
が
防
除
す
る
松
林
は
、
山
林
の
松
で
す
。
庭
木
や

「
い

ぐ
ね
」
等
の
松
は
、
駆
除
し
ま
せ
ん
の
で
、
所
有
者
ま
た

は
管
理
者
が
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

★問い合わせ…農林課農林振興係0 ( 85 ) 2 9 8 6　福島森林組合(  34 ) 9 0 1 5



いんふぉめ～しょん

募
集

国

見

町

職

員

（
大

学
卒
程

度
）

国
見
町
で
は
、
平
成
十
年
変
に
採

用
す
る
職
員
（
大
学
卒
程
度
）
の
募

集
を
し
ま
す
。

★
受
験
資
格

昭
和
川
十
八
年
四
月
二
日
か
ら
昭

和
五
ト

ー
年
四
月
一
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
者
で
、
大
学
を
卒
業
し
た

者
又
は
平
成
十
年
三
月
ま
で
に
卒

業
兄
込
み
の
者

★
募
集
期
間

六
月
四
日
～
七
月
三
日
（
郵
送
の

場
合
は
七
月
一
日
消
印
分
ま
で
受

け
付
け
ま
す
）

★
一
次
試
験
日
　

八
月
三
日

★
同
合
格
発
表

十
月
上
旬

★
二
次
試
験
日

一
次
試
験
合
格
者
に
通
知

★
申
込
用
紙
の
請
求

申
込
用
紙
は
総
務
課
で
交
付
し
ま

す
。
郵
便
で
鷁
求
す
る
場
合
は
。

封
筒
に
「
大
学
卒
程
度
試
験
申
込

用
紙
請
求
」
と
朱
書
き
し
、
八
十

円
切
手
を
は
っ
た
宛
先
明
記
の
返

信
川
封
筒
を
同
封
す
る
こ
と
。

★
申
込
方
法

・
申
込
川
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
総
務
課
に
提
出
す
る
こ
と
。

郵
送
す
る
場
合
は
、
封
筒
に
「
大

学
卒
程
度
献
験
申
込
」
と
朱
黯
き

し
、
八
十
円
切
手
を
は
っ
た
宛
先

明
記
の
返
信
川
封
筒
を
同
封
す
る

こ
と
。

・
受
験
票
を
受
領
し
た
と
き
は
、
最

近
六
か
月
以
内
に
撮
彫
し
た
本
人

の
写
真
一
枚
を
写
真
襴
に
は
り
、

受
験
当
日
持
参
す
る
こ
と
。

★
問
い
合
わ
せ

総
務
課

庶
務
係

（
西
2
1
1
2

福

島

県

職

員

★
大
学

卒
程
度

・
受
験

資
格

昭

和
四

十
三
年

四
月
二
日

か
ら
昭

和
五

‐
1
.
一
年

川
月
一
日

ま
で
に
生

ま
れ
た
者

。
学
歴

は
不

問
。
た
だ

し

職
種

に
よ
っ

て
は

。
免

許
や

資

格

を
有
す

る
こ

と
（
取
得

見
込
み

も
可

）
。

・
募

集
期

間

五
月

十
九
日

～
六

月
十

。一
日

二

次

試
験
　

六
月

二
十

九
日

・
同
合
格

発
表

七

月
二

十
五
日

★
短
大

・
高
校

卒

程
度

・
受
験

資
格

高
校
卒
程

度
の
者

に
つ

い
て
は
、

昭

和
五
十

一
年

四
月
二
日

か
ら
昭

和

五
十
五

年
四
月

一
日

ま
で
に
生

ま

れ
た
者

。
学
歴

は
不

問
。
厩
大

卒
程
度

の
者
に

つ
い
て
は

、
職
種

に
よ

っ
て

輿
な

る
の
で
問

い
合
わ

せ

の
こ

と
。

・
募

集
期

閥

八
月
十

一
日

～
九

月
こ

凵

二

次
試

験

九
月

二
十
（

日

・
同
合
格

発
表

十

月
十
七

日

★
警
察
官
Ａ

・
特
別

募
集

警
察
官
Ａ

昭
和

四
十
三
年

四
月
二

口
か

ら
昭

和
五

十
一
年

四
月
一
日

ま
で
に

生

ま
れ

た
男
子

で
大
学

（
短
大
は

除

く

）
を
卒
業
し

た
者

又
は

卒
業
見

込
み

の
者
。
特

別
募
集

分
に
つ

い

て
は
昭

和
四
十
一
一
年

四
月

二
日

か

ら
昭

和
五
十
年

四
月
一
日

ま
で

に

生
ま

れ
た
男

子
で
、
大

学
（
短

大

は
除

く
）
を
卒

業
し
た

者
又
は

平

成
九
年

九
月
ま

で
に
卒

業
見

込
み

の
者

で
平
成
九

年
十
月

一
日
の
採

用

に
応
じ

ら
れ

る
者

。

・
募
集

期
間

五
月
一
一
十

六
日

～
六
月

十
七
日

二

次

献
験
　

七
月

十
三

日

・
同
合
格

発
表
　

八
月
一
日

（
特
別

募
集

分
は

七
月

二
十
五

日
）

★
警
察
官
Ｂ

・
婦

人
警
察

官
・
禍
島

県
巾
町

村
立
学
校

栄
養

職
員
（
短

人
卒
程

度
）

・
福
島
県

市
町
村
立

学
校

事

務
職
員

（
高
卒

程
度

）

・
受
験

資
格

〈

警
察

官
Ｂ

〉

昭
和

四
十
三
年

四
月
二
日

か
ら
昭

和
五
十

五
年

四
月

一
日

ま
で
に
生

ま
れ

た
男
子
で

、
驚
察

官
Ａ
（
特

別
募
集

分
含
む

）
の
受
験

資
格
を

有
し

な

い
者
。

〈
婦
人
警
察
官
〉

昭
和
四
十
三
年
四
月
二
日
か
ら
昭

和
五
十
五
年
四
月
一
口
ま
で
に
生

ま
れ
た
女
子
。
学
歴
は
不
問
。

〈
学
校
栄
養
職
員
（
短
大
卒
程
度
）
〉

昭
和
四
十
五
年
四
月
二
日
か
ら
昭

和
五
十
三
年
四
月
一
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
者
で
、
栄
養
士
の
免
許
を

有
す
る
者
又
は
取
得
見
込
み
の

者
。

〈
学
校
事
務
職
員
（
高
校
卒
程
度
）
〉

昭
和
五
十
一
年
四
月
二
日
か
ら
昭

和
五
十
五
年
四
月
一
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
者
。
学
歴
は
不
問
。

・
募
集
期
間

驚
察
官
Ｂ
・
婦
人
警

察
官
（
七
月
二
十
八
日
～
八
月
十

九
日
）
栄
養
士
・
嘔
務
職
員
（
八

月
十
一
日
～
九
月
二
日
）

★
問
い
合
わ
せ

禍
島
県
人
事
委
員
会

（
ひ

７
５
８
８
・
7
5

９
０

均
等
法
が

変
わ
り
ま
す
／

六
月
は

「
男
女
雇
用
機
会
均
等
月
間
」

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
が
施
行
さ



いんふぉめ～しょん

れ
て
か

ら
、
女
子

の
雇
用

管
理
の
改

善
が
進
み

ま
し

た
。
し

か
し

、
最

近

の
厳
し

い
雇
用

情
勢
の
巾

で
、
均
等

法

上
問
題

の
あ

る
事
例
も

少
な
く
あ

り

ま
せ

ん
。

労
働

省
福
島
婦
人

少
年

竃
で
は
、

職

場
に

お
け
る

男
女

の
均
等

扱

い
に

関
す
る

さ
ま
ざ
ま

な
相
談

を
受
け
付

け

て

い
ま
す

。

〈

禁

止
ま
た

は
改

善
嘔
項

〉

・
大
卒
新

規
採
用
営

業
職
や

総
合
職

な
ど

の
募
災
を

男
子
だ
け

に
限
定

す

る
こ
と

。

・
整
理
解

雇
を
行

う
場
合

、
既
婚
女

性
の
み

を
対
象

と
し
た

り
、
パ

ー

ト
タ

イ
ム
労
働

者
の

う
ち
女
性

か

ら
解

雇
す

る
こ

と
。

・
産
前

産
後
休
業

や
育
児

休
業
の
取

得
を
申

し
出

た
女
性

に
退

職
勧

奨

を
行

っ
た
り
、

解
雇
し

た
り
す

る

こ

と
。

★
問

い
合
わ
せ

労
働

省
柵
励

婦
人

少
年

室
　

（
3
6
）
４
6

０
3

新
規
学
校
卒
業
者
の

求

人

説

明

会

平
成

十
年
三
月

新
規
学
校

卒
業

者

の
求
人

申
し
込
み

の
受
け

付
け

に
つ

い
て
の

説
明

会
を

開
き

ま
す
。

★
場

所
・
日

時

・
川
俣

町
商
工

会

六
月

三
日
（
火

）
午
後
一
一
時
か

ら

・
保
原

町
商
工

会

六
月

四
日
（
水

）
午

後
二
時

か
ら

・
福
島

県
文

化
セ
ン

タ

ー

六
月

五
口
（
木

）
午

後
二
時

か
ら

★
内
容

平
成

十
年
三
月

新
規
学

校
卒
業

者

を
対

象
と
す

る
求
人
申

し
込
み

手

続
き

に

つ

い
て

★
問

い
合

わ
せ

福

島
公

共
職

業
安
定

所
　

（
3
4
）
４
1
2
1

済
み
ま
し
た
か
？

労
働
保
険
の
年
度
更
新

労
働
保
険
の
年
度
更
新
手
続
き
は

済
み
ま
し
た
か
。
手
続
き
が
終
わ
っ

て

い
な
い
事
巣
主
は
、
五
月
二
十
日

ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
四
月
一
日
か
ら
申
告
期
限

と
保
険
料
額
が
次
の
よ
う
に
変
わ
り

ま
し
た
。

★
改
定
事
項

巾
告
期
限
は
、
五
月
十
五
日
が
五

月
二
十
日
に
、
ま
た
、
延
納
で
き

る
保
険
料
額
は
。
十
八
万
円
が
四

十
万
円
（
労
災
保
険
ま
た
は
厄
用

保
険
の
ど
ち
ら
か
一
方
の
場
合
は

九
万
円
が
二
十
万
円
）
に
、
そ
れ

ぞ
れ
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

★
問
い
合
わ
せ福

鳥
労
働
基
準
局

（
3
6）
４
6
０
０

西
分
署
だ
よ
り

火
の
用
心

七
つ
の
ポ
イ
ン
ト

地
震
や
台
風
な
ど
の
自
然
災
害
と

異
な
り
、
火
災
は
人
災
と
も
い
え
ま

す
。
火
災
を
起
こ
さ
な
い
た
め
の
心

構
え
が
大
切
で
す
。

★
七
つ
の
注
意

・
家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い
も
の

を
置
か
な
い
。

・
寝
タ
バ
コ
や
タ
バ
コ
の
投
げ
拾
て

は
し
な
い
。

・
揚
げ
物
を
し
て
い
る
と
き
は
、
そ

の
場
を
離
れ
な
い
。

・
風
の
強
い
と
き
は
、
た
き
火
を
し

な
い
。

・
子
ど
も
は
、
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー

で
遊
ば
せ
な
い
。

・
電
気
器
具
は
正
し
く
使
い
、
た
こ

足
配
線
は
し
な
い
。

・
ス
ト
ー
ブ
に
は
燃
え
や
す
い
も
の

を
近
づ
け
な
い
。

初
期
活
動
の
三
原
則

早
く
知
ら
せ
る

早
く
消
火
す
る

早
く
逃
げ
る

差し上げますよ

広報「くにみ」に載っている

写輿を差し上げますよ。

希望１る方は。総務取文魯広

曜儼へお電話ください。

文書広報係(  85 ) 2114

6 月の心配ごと相談

５日兩

松加輝夫,４ 餓男やへfμ

16  日

斎●光夫,４ 山叫ヤイ,4

25日啝

谷津緲息S4 松滌惣－,４

場所

役場(  2  ) 相該竃

時同

午崘９畤～正午

福島県指定標準価格米の

目安価格が変更になりました

・目安価格　3,634円

（政府米三類・精米10kg・包装代込み・税別

）

・変更日　平成9年4月1日

人口と世帯

人口４月１日現在

男　5.595 人(－6)
女　6.008 人( + 15 )

計ll.  603人( 十 9 )

出生14人 死亡10人
転入72人 転出67人

世 帯
、3.124 世帯(  + 5 )

結

婚

お

め
で

と

う

遠
藤
和
則
ｊ

．
恵

美
冫

（
大
町
北
）

後
膝

広
ｊ

・
奈
穂
子
ｊ

（
耕

谷
）

佐
藤
康
広
冫
・
亜
矢
子
ｊ

（
只

田
）

阿
部
咀
久
ｊ

・
淳

子
ｊ

（
只

田
）

大
波
勝
彦
ｊ
・
和

子
ｊ
（
第

９
）

誕
生

お

め

で

と

う

お
子
さ
ん
　
　
　

保
踝
者

高

橋
芽

里
、
冫

康
彦
ｊ

・
留
美

ｊ

（
滝

山

）

渡

辺
椋
祐

冫

‘

卍
弘
ｊ

‐
ま
ゆ
み
Ｉ

癶
か
あ１
　
　
　
　
　

（
光
明

寺
）

松

浦
貴

昭
、
ｊ

昭
一
ｊ

・
洋
子

ｊ

ゆ
Ｉ
や
　
　
　
　
　
　

（
第
　

３

）

佐

藤
裕
哉

、
ｊ

和
夫
。
ん
・
ひ
ろ
み
Ｉ

（
宮
町

南

）

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

斎
藤

イ
ネ
ー
　
8
2（
徳

江

北
）

渡
部

直
人
丿
　
6
2（
宮
　

朿
）

高
橋

勇
記
丿
9
1

（
第
　

Ｈ
）

古
内

吉
戚
丿
7
0

（
内

谷

東
）

佐
藤

艶
子
丿
　
5
5（
板
　

柵
）

上
屋

テ
ル
ー
　
8
1（
大
　

坂
）

谷
津
　

實
j
　
6
9
（
大

木

戸
）

寺
島

リ
ヱ
ー
　
8
7（
第
　

４
）

占
溝

忠
雄
j
　
7
9
（
的
　

田
）

村
木

ヨ
シ
ー
8
5

（
大

町

北
）

寺
島
ヨ
シ
ノ
ー
　
8
2（
第
　

４
）

吉
田
チ
ヨ
子
丿
　
8
5（
山
崎
沢
田
）



つうしん
国見町教育委員会生涯学習課

観月台文化センター

?（85）2676

FAX（85）2707

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
基
礎
講

座受
講
生
募
集

生
涯
学

習
の
一

事
業
と
し

て
、
ボ

ラ

ン
テ
ィ

ア
基
礎

講
座
を
開

講
し
ま

す

。
今
年

度
は
、
昨

年
好
評

だ
っ
た

点

字

を

実

施

し

ま
す

。

点

訳

（
点

字

）
を
学

び
、
障

害
者
の
日

常
生
活

の

困
難
さ

を
理
解
し

、
ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア

を
行

う
き
っ

か
け

の
一
助

に
し
て

い
た
だ
け

れ
ぱ
と
思

い
ま
す

。
ぜ
ひ

ご
参
加

下
さ

い
。

★
開
講
日
　

五
月

二
十
九
日

、
六
月

五
日
、

十
一
。日

、
十
九
日

、
ニ
ト

六
日

（
五

回
）

★
時
閥

午

後
匕
時

～
（

時
半

★
場

所

観
月

台

文
化
セ

ン
タ

ー

★
定
貫
　

一
。一
十
人

★
講
師

点
訳
サ

ー
ク
ル
虹

の
会

加
藤

三

保
ｆ

先

生

★
経

費
　

一
〇
〇
円

（
資
料

、
点
字
用

紙
代

）

★
準
備

物

筆
記
川
只

★
申
込

み
　

五
月
・
．十
六

凵
（
月

）

ま

で
生
涯

学

習
誄
へ

町
民
陶
芸
教
室
　
　

受
講
生
募
集

★
開
講
日
　

六
月
五

日

、
卜

二

日
、
十
九
日
、
二
十
六
日
（
木
眼

日
・
四
回
）

★
場
所

観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー

★
時
間

午
前
九
時
半
～
十
一
時
半

★
定
貝
　
二
十
人

★
講
師

東
和
町
在
住
陶
芸
家

佐
久
間
一
先
生

★
内
容

予
ぴ
ね
り
、
タ

タ
ラ

作

リ
、
絵
付
け
、
釉
掛
け
等
作
品
製

作

★
対
象

国
兄
町
に
居
住
又
は
町
内

の
職
鳩
に
助
務
す
る
方

★
材
料
費
　
一
、
五
〇
〇
円

★
申
込
み
　
五
月
二
十
日
（
金
）
ま

で
生
漉
学
習
課
へ
。
（
電
話
で
の

申
込
み
も
受
け
付
け
ま
す
）

図
書
案
内

文
化
セ
ン
タ
ー

図
　

魯
　

室

み

な

さ

ん

の

ご

利

用

を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
．

一
般
図
書

①
は
じ
め
て
使
う
パ
ソ
コ
ン

白
瀬
波
悦
子

⑦
Ｅ
Ｑ
こ
こ
ろ
の
卸
騰
指
数

ダ
ニ
エ
ル

ー
ゴ
ー
マ
ン

③
暖
史
へ
の
招
待
全
二
〇
巻
復
刻
版

日
本
放
送
出
版
協
会

④
古
代
晒
の
東
北
学
　

高
橋
富
雄

⑤
夫
婦
の
親
　
　
　
　

柳
博
雄

⑥
攣
者
よ
ガ
ン
と
闘
う
な

近
扉
誠

⑦
警
視
庁
刑
事
　
　

鍬
本
実
敏

⑧
コ
モ
チ
の
キ
モ
チ

ペ
リ
ー
萩
野

⑤
生
か
さ
れ
た
命
　
　

豊
田
正
子

⑩
ぽ
く
の
父
は
こ
う
し
て
死
ん
だ

山
口
正
介

児
重
図
書

①
キ
ロ
コ
ち
ゃ
ん
と
み
ど
り
の
く
つ

た
か
ど
の
ほ
う
こ

②
シ
ン
デ
レ
ラ
　
　

中
村
悦
子

③
み
ず
う
み
に
消
え
た
村

バ
ー
バ
ラ

ー
ク
ー
ニ
ー

④
曼
に
い
つ
た
む
す
め

太
田
大
八

⑤
せ
ん
せ
い
　
　
　
　

長
新
太

⑥
世
界
を
さ
さ
え
る
一
本
の
木

ヴ
ァ
ル

ー
デ
ー
マ
ー
ル

⑦
闘
牛
の
彭

マ
ヤ

ー
ヴ
ォ
イ
チ
ェ
ホ
フ
ス
力

⑧
め
ぐ
り
め
ぐ
る
月

シ
ヤ
囗
ン

ー
ク
リ
ー
チ

⑨
ト
ト
と
ポ
ン
チ
ョ

タ
イ
ガ
ー
立
石

⑩
轢
芸
闖
一
　
　

さ
と
う
ち
監

パソコンなんて
怖くな～い！ パソコン教室

5月受講生募集中

観月台文化センターにパソコン13台を購入し、今

月から初級者のためのパソコン教室を開講することに
しまし た。

生涯学習課では今 、５月受舗生を募隻しています。

申込受付は先着順ですが。パソコン敏室は毎月開講・

募集し ますから５月受講生からもれた方は 。６月に開
謨するパソコン教室に参加してください。

★開講日・講習内容

19日　パソコンの概要と環境

21日　Windows95 に慎 れよう！

23日　Window の機能を知ろう！Ｎ０.1

26 日　Windows95 の機能を知ろう！No. 2

28 日　パソコンの活用

★場 所　 観 月台文 化 セ ン ター

★時 間　 午 後 ６時 ～ ８時

★定 員　12 人( 定 員 に なり 次第 締 め切 り)

★講 師　 中 村 勉先 生 ほ か

★機 種　 日立　FLORA500　VG3M

★受 講 料･3  , OOO円

(テキスト、フロッピーディスク代を含む)

★申 込 み　 ５月12 日( 月) から受 付



生涯学習
新
生
活
活
動
に
つ
い
て

国
見
町
新
生
活
運
動
推
進
委
員
会

派
手
で
筆
美
な
冠
婚
葬
祭
を
見
直

そ
う
と
、
四
月
十
六
日
に
開
催
さ
れ

た
国
見
町
町
内
会
長
連
絡
協
議
会
総

会
に
お
い
て
、
町
内
会
畏
を
会
員
と

し
た
「
国
見
町
新
生
活
運
動
推
進
委

員
会
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
、
粘
婚
・
見
舞
い
・
会
葬
等
の
基

本
的
な
申
し
合
わ
せ
事
項
を
決
め
ま

し
た
。
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

★
新
生
活
運
動
申
し
合
わ
せ
事
項

・
結
婚
披
露
宴
は
簡
素
に
し
、
会
費

制
と
し
ま
し
よ
う
。
会
費
は
一
万

円
以
内
と
し
、
引
出
物
は
自
粛
し

ま
し
よ
う
。

・
お
兄
舞
い
は
三
千
円
以
内
と
し
、

快
気
祝
い
は
自
粛
し
ま
し
よ
う
。

・
香
典
は
二
千
円
以
内
と
し
、
お
返

し
は
自
粛
し
ま
し
よ
う
。

スポーツ教室 等参加者募集

夏の栗駒登山

夏の栗駒山､澄みきつた青空､いい汗流そう１

１．日聘　６月１日（日）
・文化センター 午嗣７畤出発 午後６畤到壥
予定

２．コース　文化センター～国見ＩＣ～右柳金成
ＩＣ～栗駒ダム～イワカガミ平…棗栗聘コー
ス…山頂…中央コース…イワカガミ平～駒の
濁～細倉マインパーク～築館ＩＣ～国見ＩＣ
～文化センター

３ 対象 町民皿 な方（学生は餘く）
４．定貫30 人（申込み順）

５．軽青2. 円
６．交通 粤福祉パス利用
？．当日持参するもの 昼食．雨具．セーター、

水筒．履きなれた靴等
８．申込み　５月22日（木）午前Ｂ畤半から生涯

学習課で受け忖け．経費を添えて申し 込んで
ください．

バウンドテニス教室

運勠不足やストレス解消にいかがですか．

１．日聘　６月ワ日．１４日．２１日.28 日．７月

５日　毎週土曜日　５回 午後１聘半～３聘
２．場所 観月台文化センター体育館

３．対象 町民20 人
４．内容 初心者向けの基本的な実技
５．講師 町体育協会パウンドテニス部員
６．当日準備するもの 運勧に酒した服装．タオ

ル等
７．申込み　５月30日（金）まで

ダンベル体操

引き締まった体にしてみませんか.（ボディ改革）

１．日畤　６月９日．１６日,  23B . 日　毎酒

月曜日　４回 午後？聘半～９畤
２，場所 観月台文化センター体育館
３．定員 町民30 人【小・中・高生は除く】
４．経費 攬料
５．内容 基本的なダンベル体操．ストレッチ体

撮等
６．鯛師 スポーツメイトウィン福島専門指碍員
７．当日準備するもの 遷勧に適し た服装，タオ

ル等
８．申込み　５月30日（金）まで

フットベースボール教室

手軽なスポーツで爽やかな汗をかこう。

１．日鴫　６月28日、？月12日（土）
小学４年～６年女子

６月29日。？月13日（日）
女性（小･中･高生は畭く）

午前９聘半～11聘半
２．壌所 上豐台皿 合運動場（雨天の場合）

勤劣者スポーツ施設
３．対象 小字４年～６年女子、女性（小・中・

高生は除く）各々 34〕人ずつ。

４．繭師 社会教育主事 中條雅彦
５．当日準爾するもの 運動に適した服装。スポ

ーツシューズ
６．申込み　６月16日（月）まで

申し込みはいずれも生涯学習課まで



お願いしますよ火の守り４月211. 町消防団の辞令交付式が行われました．

50年近い団ｌ 彫を持つ佐藤忠炙団鈿 助･11 人力弛 団．

斬たに野村裕一さんほか10 人が入団し ました．

また、新しい団長には 林初 男さんが、 翩団 艮には

商橋力さんがそれぞれ就任しまし た.

★退団者（敏称略・敗字は在職年数）

佐藤忠美 (  4  引 ､ 高橋昭 一一（36.０）. 佐● 正明

（３７剛 ．佐藤且雄 〔30.6〕. 高橋ﾉ丶刹t 〔28.７〕.

浅野孝保（28.7 ）. 高謫‐ 占 （27.０）. 八島峨雄

( 26.0 ) 高橋孝（25.０）. 岡旧盛甦 い 3.0  )

安藤秀志 い 1.0 ) 人内茂00.0  )

★入団 者（敏称略）

野村裕 一、菅野良明、 高欄靖 樹、 商橋健 一． 井砂

秀明．岩城ll］、高 鳩貞美． 高橋艮俊．肖Ⅲ 和男、

八鳥９．谷津 降や (退団する佐藤忠美団長 へ冨永町長が辞令を交付)

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

福鳥信用 金庫 吾妻伺夫理事艮と国兄

町商工会婦 人郎東海林災智子さんが冨

水町長を訪 ね「福祉に役立てて 」と 寄付を手渡し ました。ありがとう

ございました。

(福鳥信用金虜吾妻理事長 が冨永町長へ)

(国見町痼工会婦人部東海林美智子さんが冨永町畏へ)

ち
い
さ
な
天
才
た
ち

ぽ
く
の
部

屋

森
江
野
小
　
髙
橋
慶
彦

ぱ

く

の

部

屋

。
ぽ

く

の

部

屋

は

、

き

た

な

い

け

ど

な

ん

と

な

く

個

仕

あ
ふ

れ

る

田

屋

だ

。

マ

ン

ガ

が

あ

っ

た
り

ジ

ュ

ー

ス

の
缶

が

あ
っ

た

り

人

形

が

あ

っ

た
り

す

る

。

だ

か

ら

「

足

の

為
み

矚

も

な
い

。

」

と

お

母

さ

ん

に

い

わ
れ

る

。

お

じ

い

ち

ゃ

ん

か

ら
は

。

「

こ

ん

な

所

で

勉
強

が

で

き

る

か

。

」

と

い

わ

れ

る

。

だ

け

ど

。
こ

の

郎

屋
に

い

弔

と

。

勇

鼠

が

出

る

し

、

落
ち

貔

く

。

ス

キ

だ

。

ぽ
く

の

部

司

『
児
一

隻

衍
文
Ｓ

く
に
み

第
2
9号

』
か
ら

へんしゅう雑記

行政広報っていったい何だろう？わからないから．

ぐうの 音も出ない．

編集・発行／国見町 総務課

〒 9  ｰ 17 福鳥県伊達郡国見町大字皿田字

一丁田二２の1
ｓ 0245－85－2114 AX0245-85-2181


	page1
	page2
	page3
	page4
	page5
	page6
	page7
	page8
	page9
	page10
	page11
	page12
	page13
	page14

